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（冒頭でファシリテーターから自己紹介を行います。なぜ職場における
「みえない多様性」というトピックに関心があるのか、ぜひみなさんに
伝えましょう。
また、参加者にも自己紹介を行ってもらい、このワークショップに参加
した理由などもあれば話してもらいましょう。）

こちらが今日のワークショップのアジェンダです。
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ストーリーカード（カードゲーム）を使ったグループワークを行う前に、
まず「みえない多様性」とはどのようなものなのかを見ていきましょう。
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「みえない多様性」は片頭痛をはじめ、様々な健康課題による痛みなど
の症状やそれらを周囲に理解されにくい疾患のこと、
また、理解されにくいことによって起こる「不安、支障、働きづらさ」
に着目した考え方です。

例えば片頭痛のように、症状の認知が低く、周囲からその支障やつらさ
がわかりづらいため、休みづらくなりがちな疾患が当てはまります。

右側の図にあるように、症状の可視化が難しく、更にその支障度や辛さ
の理解度が一般的に低いような健康課題のことを、「みえない多様性」
と呼びます。
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職場には、疾患により体調不良を抱えながらも、「仕事を休みたい」と
言い出せず、我慢を重ねることが当たり前になっている人たちがいます。

その人たちが抱える悩みは、痛みなどの症状によるものだけではありま
せん。

同僚や上司に、自分の状態を正しく理解してもらえないために生じる、
さまざまな不安や支障、働きづらさにもあります。
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「みえない多様性」に優しい職場づくりとは、「みえない多様性」を正
しく理解し、適切に配慮されることで、職場におけるすべての人の身体
的・精神的・社会的に満たされた状態である「ウェルビーイング」の向
上が、結果的に組織の生産性向上にもつながるという考え方です。

本日は「みえない多様性」を理解するために、カードゲームを通じて、
職場でどのような健康課題が存在しているのかを知るところから始めて
みましょう。
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では、ここからストーリーカードゲームの進め方をご説明します。
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このカードは、「他者の背景にある何か」を、健康上の観点から想像す
るきっかけとなることを目指して開発したものです。

一見、不可解に思える行動や自己中心的な振る舞いに見えても、何か理
由があるかもしれない。

「みえない多様性」の存在を知る・認めることのきっかけとして、「も
しかしたら・・」と当事者の立場でそこに隠れた理由を想像することで、
健康課題に紐づく悩みや問題を共に考えるためのカードゲームです。
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目的は、

1.職場にある健康にひもづく「みえない多様性」への視点を持てるよう
になること。

2.そして、職場で健康課題についての話しやすさを醸成すること。
これは、決して「健康課題を話さなくてはいけない」のではなくて、
「話してはいけないのかも」という雰囲気から、「話してもいいんだ」
という空気感を醸成することにあります。

3.そしてそれを実現することで、チーム内のコミュニケーションの円滑
化や関係性強化にもつなげることをめざしています。

そして、ワークショップで得た気づきや学びを「なるほど」で終わらず
に、ぜひ持続的にみえない多様性を意識し、自分の職場やチーム内で、
みえない多様性に関して話し合い、ワークショップで得た気づきや学び
をチームに還元していただきたいです。
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ルールは簡単です。

1.正解も不正解も、勝ち負けもありません。

2.一番大切なのは、他の参加者のアイデアや意見を受け入れ、それをさ
らにディスカッションで膨らませていくことで、理解を深め合うことに
あります。

3.もうひとつ大切なのは、このカードを使ったワークショップ中は、
「健康に関連する背景がある」という視点で参加するということです。

4.そして、このゲームを進めていく中で、自然とそれぞれが持つ健康課
題を話す場面にもなることがありますが、自分のことを話したくない人
は、無理に話す必要はありません。
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使用するカードは全部で2種類あります。

青い方がシーンカードといいます。
職場でありがちな、一見すると周囲からが自己中的に感じたり、「誤
解」してしまいそうなシーンが書かれています。

赤い方がリーズンカードといいます。
シーンカードに書かれている「誤解」してしまいそうなシーンで「当事
者はなぜその行動をとったのか」、その理由や背景を想像するための材
料となるいろいろな単語が書かれています。
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次にカードゲームの使い方例を見てみましょう。
青いシーンカードで「チームでとても良い雰囲気で会議をしていたのに、
急に機嫌が悪そうな顔をしている。」という人がいた場合、なぜこの人
はこのような行動をとったのか、まずは参加者同士で想像してみます。

参加者は理由として挙げられそうなリーズンカードを自由に選んで共有
します。
例えばAさんは「香水」を、Bさんは「椅子」を選びました。
Aさん、Bさんにそれぞれ理由を発表してもらいます。

Aさん:「すごく香りの強い香水をつけている人がいて、その匂いが原因
で片頭痛の発作が出てしまい、周りから見たら不機嫌に見えてしまった
のではないか?」
Bさん:「その人は腰痛を持っていて、椅子に座りっぱなしで痛みが出て
しまい周りから見たら機嫌が悪そうに見えたのではないか?」

このように想像したストーリーや考えを共有し合い、膨らませながら理
解を深め合います。
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続いて、実際のグループワークの進め方です

・まずディスカッションのテーマとするシーンカードを進行役が発表します。
・次に3～5人程度のグループに分かれ、それぞれがリーズンカードからシーンの理由を想像して選び、考えたストーリーをグループ内で共有しま
す。
・そして全員がストーリーを共有し終えたら、様々な考えに対して、気づいたことを発表し意見交換を行います。ここでディスカッションを深め
ることがポイントです。
ディスカッションをより効果的に進めるためのポイントは実際にグループワークを進めながら見ていきましょう。
・ディスカッションが終わったら、各グループの代表者から他のグループに、グループワークで得た気づきを共有していただきます。
そして、各グループの発表が終わったら、最後に各自から気づきや感想を発表し合いましょう。
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それでは、実際にストーリーカードをやってみましょう!
大切なのは、それぞれの意見を受け入れながら、楽しくディスカッショ
ンすることです。
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では、本日のシーンカードを発表します。
本日のカードは、「xxxx（例:チームでとても良い雰囲気で会議をして
いたのに、急に機嫌が悪そうな顔をしている）」です。

このような人がいた時に、皆さんはどう感じるでしょうか。
もしかすると、誰かの発言に気を悪くしたのだろうか、とか、何か気に
入らない決定事項があったのだろうか、、、と勝手に想像してしまうか
もしれません。
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このシーンについて、その背景に何かしらの健康課題があるのかもしれ
ないという想像を巡らせて、リーズンカードを1枚選んでみてください。
それでは、ここからグループに分かれて進めてください。
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ディスカッションをより効果的に進めるためのポイントはこちらです。

ストーリーを考えたり、他の参加者のコメントを聞いたりしたことで気
づいた点や、実際にこのようなシーンに遭遇した時に、どう思うか?そ
れはなぜか?

また、もし自分がその行動をとった立場だったら、周囲に対してどのよ
うな思いをもつか?それはなぜか?

そして、それぞれが異なる思いや考えをもつことにより、生まれる誤解
や不安。その課題は何なのか?という点をしっかり意見交換してくださ
い。

実体験や聞いたことのある事例を共有したり、今日から何ができそうか
ということも話し合っていただくと、より具体的なディスカッションに
繋がると思います。
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グループに分かれたら、各自で考えたストーリーをグループ内で共有し
合いましょう。
（目安:一人1～2分）

また、全員がストーリーを共有し終えたら、様々な考えに対して気づい
たことを発表し、意見交換をしてください。
（目安:10～15分）
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（グループごとのディスカッションが終わったら）

では、ここからはグループごとの気づきや意見、感想等を全体に共有し
てもらいます。

各グループの代表者から発表をお願いします。

（オンライン実施の場合）他のグループや参加者の意見を聞きながら、
感想などあればぜひチャットで教えてください!
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最後に振り返りをします。

25



ストーリーカードを使った今日のワークショップのゴールは、こちらで
したね。

カードゲームを通じ、グループ内や他のグループの人の考えや意見を聞
いて、印象的だったことや、今後意識していきたいことなど、一人ずつ
感想を発表してもらいます。
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（各自の発表が終わったら）
このカードゲームを使ったワークショップ参加者の声にはこのようなも
のがあります。

健康の観点において、人それぞれ多様な背景があります。

このようにお互いの意見を元に気づきを共有し、ディスカッションを行
うことで、シーンカードの行動をとった当事者の立場で考える「想像
力」を養うのが狙いです。

想像は無限大です!

みんなで知ることからはじめましょう。
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（質疑応答）
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